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積水化学グループ上半期決算のご報告

2018

上半期 通　期 上半期
上半期営業利益率（％）

通　期

2019 20192018

売上高

 4,900億円
 -11.9%

　新型コロナウイルス感染症
の影響による自動車・航空機
の需要低迷、建築・インフラ
関連の工事停止・遅延、新設
住宅着工数の減少などの影
響により、売上高は11.9%減
少しました。

　営業利益は46.6%減少し
ましたが、計画以上のコスト
削減・構造改革を前倒しで推
進し、期初の上半期計画を上
回りました。

営業利益

 221億円
 -46.6%

2020 2020

5,549
4,900

5,565

（予想）
10,536
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（予想）
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（予定）
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（1株あたり、単位：円）

期末配当金
中間配当金

上半期 通　期

2019 2020

23

24

23

23

21

23

2018

（単位：億円）

2019

　新型コロナウイルス感染
症の影響などにより、親会社
株主に帰属する四半期純利
益は57.2%減少しましたが、
期初の上半期計画を上回り
ました。

　2020年10月29日開催の
取締役会において、中間配当
金は1株につき23円とし、支
払開始日を12月1日とさせて
いただくことを決議しました。

親会社株主に帰属する
四半期純利益

 126億円
 -57.2%

中間配当金

 23円

2018 2020

積水化学グループ上半期決算のご報告
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2,468

171

5.6

2,306

130

7.2

2,569

185

7.0

（単位：億円） （単位：億円）

●新型コロナウイルス感染症の影響により、受注の減少、工事遅延
等が発生し、減収減益となりましたが、コスト削減、体質強化の取り
組みは進捗しました。

●新築住宅事業は、売上棟数が大幅減少するも、コスト削減を図り、
7つの住宅生産工場の運営を一体化し、生産最適化を推進しまし
た。ＷＥＢ集客やオンライン商談を推進するとともに、レジリエンス
機能を強化した「ＳＴＡＹ＆ＷＯＲＫモデル」を７月に発売し、“新しい
生活様式”に対応したスマートハウスを訴求しました。また、堅調な
分譲・建売住宅の拡販に向け、土地・建売在庫を拡充しました。

●リフォーム事業は定期診断専任担当設置などの体制整備を進める
も、訪問自粛などの影響により、売上高は減少しました。一方、「住ま
いの価値向上リフォーム」のショールーム“ファミエスミュージアム”
の展開を加速し、提案力の強化を図りました。

住宅カンパニー

売上高の推移

Housing Company

（単位：億円） （単位：億円）

営業利益の推移

2018
上半期

2018
上半期

2019
上半期

2019
上半期

2020
上半期

2020
上半期

営業利益率（％）
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2.6

43

●新型コロナウイルス感染症の影響により、市況回復が期初の想定よ
り遅れ、需要の戻りが鈍く、減収・減益となりました。一方、構造改革
および業務効率化、固定費削減の取り組みは順調に進捗しました。

●配管・インフラ分野は、土木関連製品や中国・韓国でのプラント向
け管材の需要が堅調でしたが、建築関連（住宅・非住宅施設）製品
の需要減少の影響が大きく、売上高は前年同期を下回りました。

●建築・住環境分野は、新設住宅着工数減少および構造改革の影響
により、売上高は前年同期を下回りました。

●機能材分野は、国内のトンネル工事（ＳＥＷ工法）向け合成木材の売
上が伸長するとともに、人工呼吸器など医療機器向けの成形用プ
ラスチックシートの需要を取り込みましたが、航空機分野の需要低
迷に加えて構造改革の影響もあり、売上高は前年同期を下回りま
した。

売上高の推移

Urban Infrastructure & Environmental Products Company

営業利益の推移

2018
上半期

2018
上半期

2019
上半期

2019
上半期

2020
上半期

2020
上半期

環境・ライフラインカンパニー

1,110
961

（単位：億円） （単位：億円）

営業利益率（％）

3.9

25

1,132

54

4.8
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89

1,391

197

1,604

230

1,712

●新型コロナウイルス感染症の影響により、需要の大幅な低迷を受
け、減収・減益となりましたが、徹底したコスト削減策により利益確
保に努めました。

●エレクトロニクス分野は、モバイル端末の需要は期初の想定レベ
ルには満たなかったものの、基板・半導体、部材固定、放熱製品な
どの非液晶分野への拡販の取り組みが順調に進捗し、売上高は前
年同期をやや上回りました。

●モビリティ分野は、高機能品の拡販については順調に進捗しまし
たが、自動車および航空機の著しい需要減退に伴い、売上高は前
年同期を大幅に下回りました。

●住インフラ材分野では、第２四半期に一定程度の需要回復があり
ましたが、国内外で塩素化塩ビ樹脂や耐火材料の需要が減少し、
売上高は前年同期を下回りました。※2018年度上半期の実績は、「メディカル事業」を除いた数値としています。

売上高の推移

High Performance Plastics Company

営業利益の推移

2018
上半期

2018
上半期

2019
上半期

2019
上半期

2020
上半期

2020
上半期

高機能プラスチックスカンパニー

（単位：億円）

営業利益率（％）

6.4

12.3
13.5

（単位：億円）
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25

●新型コロナウイルス感染症の影響により、減収・減益となりました。

●検査事業は、国内外の外来患者数減少などの影響により、売上高
は前年同期を下回りました。一方、米国、アジアにおける新型コロナ
ウイルス感染症の検査キットの拡販は順調に進捗しました。また、
国内外で新製品の市場投入が進捗しました。

●医療事業は、米国でロックダウンの影響があったものの、創薬支援・
酵素の受注回復により前年同期並みの売上高を確保しました。

売上高の推移

Medical Business

営業利益の推移

2018
上半期

2018
上半期

2019
上半期

2019
上半期

2020
上半期

2020
上半期

メディカル事業

44

342
319

（単位：億円） （単位：億円）

営業利益率（％）

13.O
7.8

342

44

12.9
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連結財務データ

流動資産
固定資産
資産合計

484,454
624,482
1,108,936

2020年度上半期末

491,883
610,468
1,102,352

2019年度末

流動負債
固定負債
負債合計
純資産合計
負債純資産合計

288,875
180,221
469,097
639,839
1,108,936

2020年度上半期末 2019年度末

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高
営業利益
経常利益
親会社株主に帰属する四半期純利益

490,041
22,149
20,417
12,690

2020年度上半期

556,515
41,497
42,122
29,633

2019年度上半期

連結貸借対照表の要旨

連結損益計算書の要旨

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー

21,951
-28,589
13,035

51,758
-18,252
3,983

2020年度上半期 2019年度上半期

連結キャッシュ・フロー計算書の要旨

334,212
133,864
468,076
634,275
1,102,352

（注）本中間報告書における金額、持株数、持株比率は、記載単位未満を切り捨てて表示しています。
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株式の状況（2020年9月30日現在）

発行株式数および株主数
発行可能株式総数

株式の所有者別分布状況

外国法人等
176,984,521株
（37.1%）

個人・その他
47,046,914株
（9.9%）

国内法人
45,669,092株
（9.6%）

自己株式
23,527,326株
（4.9%）

証券会社
11,251,162株
（2.4%）

金融機関
172,028,270株
（36.1%）

1,187,540,000株
発行済株式の総数
476,507,285株

株　主　数
21,925名

大株主（上位10名）
当社への出資状況

持株数（千株）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
株式会社日本カストディ銀行（信託口）
旭化成株式会社
第一生命保険株式会社
THE BANK 0F NEW YORK MELLON 140042
積水化学グループ従業員持株会
株式会社日本カストディ銀行（信託口5）
積水ハウス株式会社
株式会社日本カストディ銀行（信託口7）
STATE STREET CLIENT OMNIBUS ACCOUNT OM02

持株比率（％）株　主　名

7.32
5.44
４.64
4.34
２.61
２.17
1.90
１.76
１.67
１.６5

33,166
24,644
21,039
19,681
11,862
9,868
8,635
7,998
7,579
7,505

（注）1.当社は、自己株式を23,527,326株保有していますが、上記大株主からは除いています。
　　2.持株比率は発行済株式の総数から自己株式数を控除して計算しています。 8



　株主の皆様を対象に、積水化学グルー
プ2021カレンダーを差しあげます。ご希
望の方は、以下の要領にしたがってお申
し込みください。
●お申し込み方法
同封いたしましたアンケートはがきに、必
要事項をご記入のうえご返信ください。
●締め切り
2020年12月10日（木）到着分をもって
締め切りといたします。

※お届けは12月下旬の予定です。

積水化学グループ2021カレンダーのご案内会社概要（2020年9月30日現在）

積水化学工業株式会社（Sekisui Chemical Co.,Ltd.）
創　　　　　　立：1947年（昭和22年）3月3日
資　　本　　金：1,000億237万5,657円
本　　　　　　社：〒530‐8565　大阪市北区西天満2丁目4番4号
　　　　　　　　　電話：06‐6365‐4119（法務部総務グループ）
グループ従業員数：27,051名
事　業　年　度：4月1日から翌年3月31日まで

株主メモ
株式に関するお問い合わせ先
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541‐8502 大阪市中央区伏見町3丁目6番3号

電話（通話料無料）0120‐09４‐777
●三菱UFJ信託銀行では、特別口座に記載された株式をお持ちの株主様のお手続き
のみを取り扱うことになりますので、ご注意ください。
●その他の株主様の各種お手続きは、口座を開設されているお取引先の証券会社等
にお問い合わせください。
●未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。
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